
○先進諸国の平均寿命は一貫して伸長。平均寿命の延伸の背景には、医療技術の進歩等のほか、
公衆衛生、食生活、住居環境の改善等の生活水準の向上が死亡率低下に寄与していると考えられる。

（年）

（資料）OECD「Health Statistics」、UN「Demographic Yearbook」

（注）１．1990年以前のドイツは、旧西ドイツの数値である。

２．1982年以前のイギリスはイングランド（ウェールズ）の数値である。

主要先進国の平均寿命の推移
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（資料出所）Global Health Observatory (GHO) data
（備考）平均寿命、健康寿命は2021年のデータ（2024年９⽉17日アクセス）

〇⽇本は、先進７か国の中で、最も⻑い平均寿命、健康寿命となっている。
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平均寿命と健康寿命の国際比較


